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    は生態毒性分野の豊富な実績を活かし、奨励試験魚種である 

メダカ (Oryzias latipes)のマイクロアレイを開発しました。 

メダカマイクロアレイ解析メダカマイクロアレイ解析メダカマイクロアレイ解析   

CERIメダカアレイの特徴  

CERIメダカアレイを用いた遺伝子発現解析 

アレイデータ取得後のインフォマティクスについても 

ご研究目的に最適な解析方法をご提案します。 

解析手順 

3) 標識cRNA合成、ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝ 

5) 数値化、ﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ*3 

4) 洗浄、スキャニング*2 

1) お客様からの試料(RNA)の受領*1 

6) お客様へ解析データ納品 

感度、高定量性、高再現性を可能に 

 するAgilent社プラットフォーム 

高コストで多検体の解析を可能にする 

 Agilent社4×44Kﾌｫｰﾏｯﾄｱﾚｲ 

低

易な遺伝子検索を可能にする公共

データベースの各種IDへ対応 

容 

＊1 臓器等からのRNA抽出も承ります。 

＊2 ｽｷｬﾆﾝｸﾞからの測定も承ります。 

＊3 1色法の場合は別料金となります。 

2) 試料(RNA)の品質チェック 

メダカ全身由来メダカ全身由来メダカ全身由来RNARNARNAを用いたアレイ間再現性の結果一例を用いたアレイ間再現性の結果一例を用いたアレイ間再現性の結果一例   

- 搭載プローブの80%に

あたる約3万プローブ#を

検出 
 # 臓器や成長段階等で異なります。 
 

- 約5桁のシグナル強度

にわたる広い定量範囲 
 

- 同一試料での極めて

良好なアレイ間再現性 

羅的解析を可能にする36,398種類

もの搭載遺伝子もしくは転写産物数 

網 

図 ﾉｰﾏﾗｲｽﾞ後のｼｸﾞﾅﾙ値でのｽｷｬｯﾀｰﾌﾟﾛｯﾄ 

Log10 (Signal intensity of array-1)

解析有効プローブ数
29,232 (80.3%)
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